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研究成果の概要（和文）：本研究では，企業・組織の成長プロセスにおいて管理会計やマネジメント・コントロールが
どのように使われていくのかを明らかにした。その結果，第1に，組織の成長プロセスに応じた管理会計の利用モデル
を示した。第2に，組織成長に対する管理会計の役割という点から，組織の管理会計能力（管理会計システムを効果的
に活用するための組織能力）が重要であり，その組織能力の高さは実際にパフォーマンスに影響を及ぼす可能性がある
ことも示した。以上2点からは，組織の成長に応じて管理会計の利用の方法を変えるとともに，その管理会計を効果的
に使うための組織能力を構築することが望ましい組織成長を実現する可能性も示唆される。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study are to reveal how management accounting and control 
systems are different between organizational life cycle stages and to be management accounting and 
control systems able to affect organizational growth. The study presents two important implication. 
Firstly, the organizations try to change their management accounting and control systems use depends on 
organizational growth stage. Secondly, for management accounting and control systems posse desired effect 
on organizational performance, they try to develop management accounting capabilities that is know-how of 
management accounting systems effectively use. Then this study proposed that the organizations should 
develop management accounting capabilities for desired organization growth.

研究分野：管理会計

キーワード： 管理会計　マネジメント・コントロール　組織成長　組織ライフサイクル　組織能力　管理会計能力
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１．研究開始当初の背景 
 組織成長と管理会計の利用にはどのよう
な関係があるのだろうか。この問題について，
これまでの研究では，組織成長について，主
に組織規模の視点から管理会計の利用との
関係性が検討され，組織規模の拡大に伴って
管理会計が積極的に利用されることや，より
精緻化した管理会計が利用されることなど
が明らかにされてきた。しかし，組織成長を
組織規模の視点から捉えることには限界も
ある。たとえば，組織は常に拡大し続けるわ
けではなく，環境や戦略などに応じてリスト
ラクチャリングを行いながら組織規模の適
正化を図るケースも見受けられるように，そ
れらの組織では，組織規模以外の要因によっ
て管理会計の利用が決定されている可能性
がある。そのため，組織成長と管理会計の利
用の関係性を明らかにするためには，組織成
長を組織規模に限定して捉えるよりも，組織
成長に係わる多様な要素を複合的に捉えて，
管理会計との関係性を明らかにする方が望
ましいと考えられる。 
 そこで，近年，このような組織成長に係わ
る多様な要素を内包した概念として組織ラ
イフサイクルが注目され，組織ライフサイク
ルと管理会計の利用との関係性が検討され
つつある。これらの研究では，組織は誕生か
ら衰退にいたるライフサイクルのステージ
を移行する過程で戦略，組織構造，意思決定
方式などを変化させるという組織ライフサ
イクルの議論に依拠し，組織ライフサイクル
に応じて管理会計の利用が異なるという仮
定に基づいた議論が行われてきた。 
 しかし，これまでの研究には 3つの残され
た課題を指摘できる。第 1は，既存研究がマ
ネジメント・コントロールを体系的に調査し
ていないことである。たとえば，Moore and 
Yuen（2001）も主張するように，Simons（1995）
のマネジメント・コントロールのフレームワ
ークとその組織ライフサイクルのステージ
間の変化を示す経験的研究が行われていな
い。 
 第 2は，既存研究がマネジメント・コント
ロール概念を再検討する近年の研究成果を
十分に活かしていないことである。伝統的な
マネジメント・コントロール概念を拡張し，
コントロールの多様化とコントロール間の
相互作用を含めるという議論が考慮されて
いない。 
 第 3は，既存研究が組織ライフサイクルの
ステージ間のマネジメント・コントロールの
変化プロセスを示していないことである。管
理会計のチェンジ研究の知見を活かした研
究は，Sandelin（2008）が同一組織の継時的
調査により，組織の成長によるマネジメン
ト・コントロールの変化プロセスを明らかに
した研究が確認される程度であり，極めて少
ない。 
このように，組織ライフサイクル概念を用
いたマネジメント・コントロール研究は萌芽

的段階にあり，取り組むべき課題も多い。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は，組織の誕生から衰退にい
たるライフサイクルにおけるマネジメン
ト・コントロールの変遷を明らかにすること
である。具体的な研究課題として以下の 3つ
を掲げる。 
(1) 組織ライフサイクルのステージごとの
マネジメント・コントロールの特徴およびス
テージ間の相違を明らかにする。 
(2) 組織ライフサイクルのステージ以降に
伴うマネジメント・コントロールの変化プロ
セスを明らかにする。 
(3) 組織の誕生から衰退に至るライフサイ
クルにおけるマネジメント・コントロールの
変遷を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 本研究課題では，おもに郵送質問票調査に
基づく実証分析を行っている。質問票調査は，
組織ライフサイクルと管理会計の利用の関
係性を明らかにするために，全国の証券市場
に上場している全企業を対象とした調査と，
組織成長をもたらす要素としてどのような
ものがあるのかを明らかにするために，東証
一部上場の製造業を対象とした調査の 2つを
実施した。そのうえで，質問票調査において
回答が得られた企業について，その一部企業
を対象としてフォローアップのインタビュ
ー調査も実施した。 
 
４．研究成果 
 本研究課題への取り組みによって得られ
た成果は大きく分けると以下の 2点に要約す
ることができる。 
 
(1) 第 1に，文献サーベイならびに郵送質問
票調査を通じて，組織ライフサイクルステー
ジ間の管理会計手法の利用，マネジメント・
コントロールの利用の違いを明らかにする
ことにより，組織ライフサイクルに応じた管
理会計の利用モデルを提示した。 
成長期は，利用する管理会計手法が少ない
だけでなく，公式的なマネジメント・コント
ロールの利用度も低い。成熟期には，本研究
の分析で確認された利益計画手法の利用度，
業績管理の活用度の高さに加えて，活動基準
原価計算・管理（Activity-Based Costing / 
Management）の利用度が高いことも確認され
るなど，利用する管理会計手法を増加させる
とともに，売上高成長率の鈍化に対応すべく
マネジメント・コントロールも積極的に展開
される。しかし，再び売上高成長率が上昇し
再生期に入ると，利用する管理会計手法は変
化させず，相対的に組織やマネジャーの負荷
が大きいマネジメント・コントロールの利用
を低下させ，相対的に負荷の少ないマネジメ
ント・コントロールに依存するようになる。 
これらの関係からは図表1に示すような組



織ライフサイクルに応じた管理会計の利用
モデルを提示することができる。このモデル
からは，組織が現在いる組織ライフサイクル
ステージに応じて，管理会計手法，マネジメ
ント・コントロールの利用を変えつつ，組織
が望む方向へとライフサイクルステージを
進めていくという姿が予想される。 
 
図表 1 組織ライフサイクルと管理会計の利用 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2) 第 1に，管理会計システムに関する吸収
能力の重要性が示唆された。分析結果からは，
業績管理システムに関する吸収能力の高い
組織では，業績管理システムの利用目的に照
らして高い効果を実現できるだけでなく，高
い業績目標の達成も可能になることが推察
された。管理会計システムのような経営情報
システムが期待された効果を発揮するには，
目的適合的に情報システムを利用するため
の知識を継続的に取り込んで いくことが重
要である。そのため，組織外部の知識・情報
に関心を持ち，有用な知識を活用しようとす
る組織ほど高い組織業績を実現できている
可能性があり，管理会計システムに関する吸
吸能力の向上が重要であると考えられる。 
 第 2に，洗練化された管理会計システムの
利用により，吸収能力の低さを補完できる可
能性が示唆された。分析結果からは，吸収能
力が低い組織では，包括度の高い業績管理シ
ステムを利用することで，業績管理システム
の利用目的に照らして高い効果を実現でき
ることが推察された。一般に，吸収能力を含
めた組織能力の構築は容易でないと指摘さ
れるように，管理会計システムに関する吸収
能力も短期間に向上させることは難しいと
考えられる。そのため，より洗練化された管
理会計システムを積極的に活用することで，
吸収能力の低さを補完し，高い組織業績を実
現できる可能性がある。 
 
(3) これらの研究成果を踏まえると，望まし
い方向へと組織ライフサイクルステージを
進めていくためには，1 つには管理会計シス
テムに関する吸収能力を高めることによっ
て，管理会計手法を効果的に活用できるよう
にすること，もう 1つにはより洗練化された
管理会計手法を採用することが必要になる

ことも予想される。しかしながら，管理会計
手法を効果的に活用するための組織能力に
ついては不明な点も多く，ここで示した吸収
能力だけでなく，管理会計手法の利用を通じ
て経験的に蓄積されるような能力も存在す
る可能性があり，この管理会計能力とも言う
べき概念を解き明かしていくことが重要で
あると考えられる。 
 
(4) 以上の研究成果について，現在の国内外
の研究における位置づけおよびインパクト
を述べる。まず，第 1 の研究成果に関して，
組織ライフサイクルと管理会計の関係性に
関する議論は，近年主に国外では関心が高ま
っているものの，国内ではほとんど研究が行
われていない状況である。また，これまでの
研究では，個別の管理会計手法の利用，ある
いは，マネジメント・コントロールの利用の
いずれかについて組織ライフサイクルとの
関係が議論されてきたものの，管理会計手法
を使っているか（管理会計手法の利用），ま
た，どのように使っているのか（マネジメン
ト・コントロールの利用）という両側面を併
せた考察は行われていない。本研究の知見は，
質問票調査によって得られたデータに基づ
き，組織ライフサイクルステージ間の管理会
計手法の利用の差を明らかにするとともに，
マネジメント・コントロールの利用に関する
先行研究の知見を統合することにより，組織
ライフサイクルと管理会計の利用に関する 1
つのモデルを提示している。データの入手が
困難であるという研究遂行上の限界もあり，
誕生期と衰退期の企業における管理会計の
利用は捕捉できていないが，継続的に事業活
動を営んでいる企業において，その成長に応
じて管理会計がどのように利用されている
のかを示している点は新たな発見事項と言
える。また，組織の成長に応じて，管理会計
手法の利用とマネジメント・コントロールの
利用のバランスをどのようにとれば良いの
かを考えるうえでのヒントを提示している
点では実務的にも有用なインプリケーショ
ンとなっていると考えている。 
 第 2の研究成果に関して，管理会計システ
ムに関する吸収能力に関する議論は，国内外
を問わずほとんど研究が行われていない状
況である。企業が望ましい方向へと成長を続
けていくうえで管理会計を効果的に利用す
ることは重要であるが，そのためにはどのよ
うな要素が組織に備わっている必要がある
のかを明らかにすることは重要であろう。こ
れまで，一部に議論がある程度であった。管
理会計手法を効果的に使いこなせている組
織とそうでない組織には組織能力に差があ
ることを示す議論もあったが，より一般化・
体系化した形でその要素を明らかにするこ
とで，多様な管理会計手法の効果的な利用を
可能にすると考えている。そのなかで，本研
究の知見は，組織外部にある知識・情報・ノ
ウハウなどを組織的に取り込んでいくこと
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で，それを自らのものとして活用することを
可能にするような吸収能力に着目して，その
効果を実証的に明らかにしたものである。こ
の知見は 1つには，吸収能力の高さの重要性
を示したものといえるが，容易に構築するこ
とができない組織能力をより洗練化された
管理会計手法を利用することで補完できる
というもう 1つの発見も含まれており，学術
的な意義だけでなく，実務的にも有用なイン
プリケーションとなっていると考えている。 
 
(5) 最後に，本研究を踏まえた今後の展望に
ついて述べたい。今後取り組むべき 1つの課
題は，管理会計を効果的に活用するための組
織能力（管理会計能力）のより体系的な解明
である。この概念を整理し，明確化していく
ことによって，管理会計の利用がより望まし
い成果を実現することを可能にするための
条件を示すことができ，これまでのなぜ同様
の管理会計手法を用いているにも関わらず，
全く異なった成果になってしまうのかとい
う疑問に対する解を与えられる可能性があ
るだろう。 
 もう 1つの課題は，管理会計能力と組織成
長との関係性の解明である。本研究では，管
理会計能力と組織成長の関係性を分析して
いるわけではない。そこで，組織の管理会計
能力の高さが組織成長の方向性，スピードな
どに対してどのような影響を与えるのかを
明らかにすることで，組織成長に対する管理
会計の役割をより明確化することにもつな
がるであろう。   
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